
苫小牧市国民健康保険税課税限度額の改正（案）について【概要】 

 

 

１ 改正の目的 

 

地方税法施行令の改正により、国民健康保険税の法定限度額は、平成２６年４月

から基礎課税額５１万円、後期高齢者支援金等課税額１６万円、介護納付金課税額

が１４万円の合計８１万円に定められています。 

苫小牧市の課税限度額は、平成２３年４月から基礎課税額５０万円、後期高齢者

支援金等課税額１３万円、介護納付金課税額１０万円の合計７３万円であり、法定

限度額より８万円低い状況となっています。 

高齢化や医療の高度化などの影響により、国民健康保険の医療費や後期高齢者医

療制度、介護保険制度へ納付する負担額も年々増加しています。増加する医療費な

どをまかなうためには、保険税の見直しなどの検討も必要となりますが、税額や税

率の改正を行うことになると、低所得、中間所得の世帯への負担増を伴うことから、

所得に応じた保険税負担の公平性を確保し、財政運営への影響の回避と財源の確保

を図ることを目的として、現行の課税限度額を法定限度額に引き上げます。 

この課税限度額の改正は、また、苫小牧市国民健康保険運営協議会に諮問し、課

税限度額の改正をすることが適当であるとの答申をいただきました。 

 

 

２ 改正の内容 

 

 苫小牧市国民健康保険税の課税限度額について、基礎課税額を５１万円、後期高

齢者支援金等課税額を１６万円、介護納付金課税額を１４万円に改正し、平成２７

年度から平成２９年度までの３か年で段階的に実施します。 

 

課税限度額 現  行 改 正 後 引 上 額 

基 礎 分 ５００，０００円 ５１０，０００円 １０，０００円 

支 援 分 １３０，０００円 １６０，０００円 ３０，０００円 

介 護 分 １００，０００円 １４０，０００円 ４０，０００円 

 

 各年度の課税限度額 

課税限度額 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

基 礎 分 ５００，０００円 ５１０，０００円 ５１０，０００円 

支 援 分 １４０，０００円 １５０，０００円 １６０，０００円 

介 護 分 １２０，０００円 １３０，０００円 １４０，０００円 

 

 

 

 



 

３ 実施日 

  平成２７年４月１日（予定） 

 

 

４ 限度額改正による影響世帯数 

 

 国民健康保険加入の２６，２８１世帯（介護該当１１，８１３世帯）のうち、限

度額改正により影響がある世帯数は次のとおりです。 

 

課税区分 
限度額超過世帯数 

影響率 

現  行 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

基 礎 分 ３３１世帯 ３３１世帯 ３２４世帯 ３２４世帯 １．３％ 

支 援 分 ４７９世帯 ４１２世帯 ３６２世帯 ３１３世帯 １．８％ 

介 護 分 ３４５世帯 ２２０世帯 １８４世帯 １５８世帯 ２．９％ 

※平成２６年度確定賦課時資料から算出。 

 

 

 

５ 限度額超過となる収入（所得）額 

 

 ３人世帯で限度額超過となる世帯収入（所得）は次のとおりです。 

  

課税区分 現  行 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

基 礎 分 
給与収入 

（所 得） 

約７３３万円 

（約５４０万円） 

約７３３万円 

（約５４０万円） 

約７４７万円 

（約５５２万円） 

約７４７万円 

（約５５２万円） 

支 援 分 
給与収入 

（所 得） 

約６２１万円 

（約４４３万円） 

約６７０万円 

（約４８３万円） 

約７１４万円 

（約５２３万円） 

約７５８万円 

（約５６３万円） 

介 護 分 
給与収入 

（所 得） 

約５５８万円 

（約３９２万円） 

約６６９万円 

（約４８２万円） 

約７１９万円 

（約５２７万円） 

約７６８万円 

（約５７２万円） 

※夫が給与収入、妻と子は収入なし。夫と妻が介護該当での試算。 


